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演題「食事や光による概日時計の調節機構」 

概要：  

サーカディアンリズム（概日リズム；1日周期の生体リズム）は時計遺伝子

群の連携により発信され、光と食事をはじめとする外界刺激により修飾され

ています。概日リズムは睡眠、循環、内分泌など多くの生体機能を調節して

おり、その破綻が肥満、メタボリックシンドロームと深く関与していること

が解ってきました。羽鳥博士は、光と時計をリンクする網膜神経節細胞の役

割、時計遺伝子制御の分子機構について長年研究を続けて多くの成果を発表

されています（2-3）。さらに最近は、高脂肪食を与えて時計遺伝子が変調し、

明・暗期ともに食べて肥満・メタボリックシンドロームを呈するマウスにお

いて、食餌アクセスを 1日 8時間に制限する実験を行い、食餌の質量に変化

なく食事時間を制限するだけで時計が正常化し、肥満、メタボリックシンド

ロームが改善されることを明らかにされました（1）。本セミナーでは、光と

食による概日リズム調節とその生理的・病態的役割に関して最新の研究成果

をお話ししていただき、本学のサーカディアンメディシン研究者との交流を

深めたいと思います。奮ってご参加ください。 
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